


























































































































































































































































































































































































































運 転 開 始 
抄 紙 機 械 
 
 
パルプ装置 
 
製　　　品 
 
　生産高（年額） 
出典：『北越製紙株式会社沿革及現状』（北越製紙株式会社、大正14年11月）より作成。
82
於テ共存共栄ノ信念ヲ抱懐スルニ非ズンバ真ノ発展ハ
決シテ克チ得ザルベキヲ痛感スルモノナリ。当社ハ、
過去ニ於テモ此方針ノ許ニ終始シ、将来ニ於テモ易ハ
ル事ナキヲ爰ニ誓言セントス。（後略）
これは、「社是」というよりは、経営理念、経営方
針というべきものである。先発の王子製紙や富士製紙
との激しい競争のなかで、技術や製品の充実を図り、
顧客との共存共栄を重視して独自性を発揮するという
姿勢を明確に示していたのは特筆すべきである。
結びにかえて
以上、従来必ずしも明らかではなかった、北越製紙
の創業当初の重要な経営課題であった日本洋紙との関
係についての資料と大正末期における同社の現状と将
来の方向性を明示している資料を紹介してきた。今後
はさらなる資料を多方面から収集し、分析をすすめて、
北越製紙の経営発展と企業成長の実態の解明をすすめ
ていきたい。
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付記
本稿で活用した北越製紙株式会社の『報告書』や『役
員会議事録』は、長岡市立中央図書館文書資料室の所
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末筆乍ら深甚なる感謝を捧げる次第である。
